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法
制
的
関
即
時
出
を
技
終
了
的
使
い
だ
亡
…
十
一
分
~

き
な
さ
勺
か
げ
と
な
る
こ
、
ど
で
し
ょ
、
フ
?
と
い
っ
級
以
的
ゑ
治
か
り
と
ら
、
ぇ
燃
し
ョ
③
よ
み
が
与
え
れ
琵
琶
滅
〈
ぷ
十
六
分
)

骨
変
び
ん
、
笠
カ
ン
ヒ
，
君
主
総
磁
じ
よ
う
す
に
石
け
ん
を
向
一
蹴
す
る
た
め
ひ
ん
刊
成
洗
割
問
と
水
間
山
内
泌
(
二
十
三
分
)

ゴ
ミ
問
題
は
大
き
な
社
会
開
間
続
叫
し
す
u

め
岡
山
一
不
と
後
験
そ
ん
甘
い
ま
す

D

一

人

あ

た

り

的

コ

ミ

径

の

漁

協

、

処

理

師

明

示

内

務

が
ん
日
ず
か
し
い
プ
ラ
ス
チ
ゾ
r
ク
等
め
続
門
v
A
n
夜
洗
剤
と
じ
け
ノ
ハ
内
総
途
立

し
い
ゴ
ミ
約
山
山
成
、

M
U
透
総
数
や
太
地

V
擦
り
シ
合
成
洗
滅
的
有
山
野
駒
山

の
不
絞
な
ど

i
i引
い
た
ち
は
宏
一
弘
主
慢
す
わ
か
?
な
い
洗
剤
め
髭
市

い
ぬ
叫
て
主
化
か
点
、
資
期
を
大
切
に
し
つ
し
た
ま
さ
れ
ど
い
ま
せ
ん
か
‘
合
成
決

た
九
日
均
約
れ
わ
ゆ
生
前
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
刻
め

3
γ
!
ン
ャ
ん
に

V
千加
H
沼
町
汚
染

す
れ
け
ん
、
pw
一八九

Liι11肖
れ
は
合
成
洗

「
裁
時
知
子
の
く
ら
し
告
考
え
よ
う
次
の
世

代
の
た
め
に

i
L
を
ス
ロ

i
ガ
ン
に
間
同
催
さ
れ

て
き
た
災
時
知
子
市
消
後
生
活
震
も
、
今
年
で
↑
真

相
側
闘
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
町
和
十
川
同
、
約
千
笈
資
名
の
市
開
院
が
ふ
首
相
唱
を
紛

れ
、
生
活
の
や
で
な
に
げ
な
く
使
用
し
て
い
る

殺
虫
剤
や
洗
剤
の
恐
ろ
し
さ
、
食
品
の
安
会
性

な
ど
多
〈
の
こ
と
を
品
唱
え
、
学
び
あ
い
ま
し
た
。

今
密
も
、
食
生
活
と
合
成
洗
剤
を
中
心
に

8

安
全
な
ま
ち
我
孫
子
。
を
つ
く
る
た
め
、
パ

ネ
ル
展
示
、
テ
ス
ト
、
映
隊
、
講
淡
会
を
行
い

ま
す
の
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

次
の
修
一
代
の
血
一
担
か
な
ん
旦
吋
川
崎
を
築
く
よ
う
治
資

金
滋
を
み
な
い
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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保
育
園
の
入
園
申
請

一
十
日
ま
で
に
手
続
き
を

(2) 

会

丹

党
議
後
経
畑
作
ヘ
開
提
出
し
て
く
校
時
い

n

(
綴
送
可
}

-
市
立
様
努
沼
田
間
開
会
せ

児
童
家
賎
諜
保
物
持
続
「
我
何
時
子
市
我

孫
子
…
八
五
八
、
苦
八
五
;

内
線
三
一
一
叩

的
判
的
ダ
イ
ヤ
は
争
被
泊
公
開
摺
バ
ス
停

で
、
ぬ
が
郁
子
釈
万
箇
が
平
話
午
前
八
時

三
ト
五
分
、
夜
間
輸
臼
午
約
八
時
三
十
分

ま
や
¥
お
役
併
方
覆
が
平
日
午
鈴
八
時

二
十
三
分
、
日
附
鴨
緑
午
前
八
時
二
十
れ

分
ま
で
が
平
常
ど
お
り
の
滋
行
と
な
り

ま
す

E
市
役
所
に
用
事
の
あ
る
行
は
、
第
一

+
学
校
内
総
織
に
漁
り
金
塚
下
車
が
険
制
刊

で
す
@

Z時
土

月

土

谷

宣

言

説

明

会

一
時
か
ら
密
時

マ
場
隣
市
民
会
総
大
会
談
終
年
余
縄
幣
的
説
明
会
を
次
め
と
お
り

V
輔
酬
幅
制
枚
一
話
線
院
院
長
秋
元
然
発
行
い
ま
す
砂
部
米
調
整
は
時
給
与
説
明
恒
押
釣
り
人
的
数
は
一
子
万
人
と
も
一
一
千

魚

数

的

決

算

と

も

言

わ

れ

、

と

て

も

重

議

万

人

と

も

い

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

略

体

V
テ
1
7
議
機
と
は
何
か
、
そ
の
対
主
も
の
で
す
"
事
業
所
的
総
与
制
礼
治
的
目
、
と
も
な
る
と
由
民
然
を
求
め
て
樽
や
川
町
、

務
と
予
仲
間
方
々
此
な
ど
、
客
数
内
務
加
を
お
待
ち
し
幻
な
ど
に
司
多
〈
内
約
ワ
人
が
お
し
か

※
当
日
は
附
則
樹
新
集
会
員
に
よ
る
総
則
的
て
い
ま
す
α

け
て
い
ま
す
。

抑
制
終
も
し
ま
す
の
で
，
必
悩
り
の
万
は
争
的
問
時
十
一
月
二
十
七
日
(
本
)
午
後
近
、
力
i
ボ
ン
銭
脂
製
の
釣
竿
を

こ
諮
詰
〈
だ
さ
い

Q

後
一
時
一
一
…
十
分
か
ら
使
贈
し
、
よ
れ
が
高
庄
線
(
六
六
0
0

i
!
i
i
l
i
i
i
l
i
i
i
|
骨
格
添
市
民
会
然
大
会
組
叫
釜
ポ
チ
乙
に
慾
れ
て
山
静
電
死
亡
し
た
と

〈
畿
税
謀
、
判
明
…
一
戸
税
務
議
)
い
う
繍
ム
涼
し
い
事
故
が
品
加
点
し
て
い
ま

「
税
を
知
る
選
開
」

i

l

i

l

i

l

i

ー

す

ρ

の

行

家

主

主

主

奪

三

釣

り

場

交
通
安
全
教
室
予
言
語
に

Z
2、主義

十

一

門

丹

十

一

袋

か

ら

十

七

日

ま

で

は

、

国

坤

淋

酬

を

取

付

け

て

事

故

時

期

止

に

努

め

て

よ
抗
を
知
る
還
問
問
仏
で
ふ
?ε

ニ
内
総
間
帯
ヤ
怯
な
交
殺
事
紋
を
問
問
ぐ
為
仁
、
交
い
ま
す
ε

中
、
次
的
機
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
寸
町
通
安
会
勧
還
を
潟
県
出
し
ま
す
、
広
し
い
太
八
ム
波
の
み
な
ぎ
ん
、
仰
掲
げ
は
一
棉
返
〈

で
、
お
い
で
く
だ
惑
い
c

知
議
は
、
あ
な
た
の
総
い
味
万
に
な
り
で
の
品
目
り
は
や
め
て
、
安
全
な
織
し
い

争
税
金
繰
十
一
月
一
日
か
ら
一
一
日
ま
ま
す
。
ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

P

釣
り
食
品
開
わ
い
ま
し
ょ
弘
之

て
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
喰
骨
ゐ
容
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
(
京
家
電
力
相
殺
紋
所
川

抽

出

山

山

治

体

符

念

館

に

て

映

写

会

、

交

通

安

全

め

お

総

(

交

通

ん

う

奪

し

の

な

す

の

税

章

、

雲

襲

i

ん

で

‘

品

、

協

践

に

忍

勺

て

い

る

は

税
物
熱
波
十
一
四
月
七
日
か
ら
十
一
一

g

事

な

ど

を

と

し

ど

し

質

問

附

し

て

く

ど

き

ま

ま

で

、

ん

寸

前

十

時

か

ら

午

後

六

時

ま

で

、

ぃ

。

め

ー
や

品

開

そ

ご

う

の

八

回

開

連

総

滋

燃

に

て

争

対

象

お

と

し

よ

り

的

ク

ラ

ブ

、

子

四

引

は

争

東

京

地

方

判

明

球

泳

金

が

行

う

秘

的

撫

供

会

、

主

ぱ

閥

、

ぬ

窓

会

、

金

枝

市

ど

十

十

W

料

相

級

ト

月

七

お

か

ら

十

一

一

日

ま

で

、

数

以

上

緩

ま

れ

ば

喰

ど

な

た

で

も

申

込

波

書

午

品

開

十

時

か

ら

午

後

六

時

ま

で

、

い

索

、

め

ま

す

。

紡

ご

う

八

階

漆

終

選

出

附

に

で

争

泳

滋

希

望

日

的

一

明

組

問

一

例

ま

で

に

巻

十

…

月

十

一

討

を

高

ま

で

、

申

し

込

ん

で

〈

だ

さ

い

。

警

に

つ

い

川

午
前
例
今
時
か
ら
午
後
限
時
ま
で
、
品
開
世
間
て
は
、
地
一
市
町
轡
年
献
側
、
公
民
館
な
ど
A

ぜ
濃
撃
の

出
一
対
策
と
予
防

指
は
訂
累
約
数
と
も
い
わ
れ
、
議
主

が
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
よ
う
す
に
駄

め
な
い
人
に

E
吋
て
は
禍
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す

J

近
年
、
ア
ル
ー
!
"
~
出
資
織
の
増
加

に
と
も
な
い
、
柄
引
密
が
役
会
問
問
地
と
な

り
、
ザ
前
年
綴
や
総
入
港
に
ま
で
ん
仏
山
町
勺

て
い
ま
す
c

携
に
よ
っ
て
州
問
題
を
お
こ

し
た
り
、
身
体
を
懇
く
し
て
補
者
や
め

会
け
れ
ば
な
ら
主
い
人
に
と
っ
て
は
司

断
梢
め
て
が
ち
と
な
り
、
期
W

散
を
子
仲
間

す
る
に
は
ど
て
っ
し
た
ら
よ
い
か
を
と
-

皆
さ
ん
め
ご
線
開
桝
を
涼
め
て
い
た
と
く

た
め
論
法
会
を
一
問
問
機
し
ま
す
ι

多
〈
め
万
円
ご
参
加
を
お
沖
付
ち
し
ま

浄化穫のことなら

なんでもご場談ください

マ
対
象
山
邦
議
没
後
間
出
十
一
一
一
H
U
以
上
八

か
河
米
治
的
乳
捻

マ
実
施
梯
嚇
糊
郷
市
立
れ
内
総
務
滋
ョ
中
市

泉
崎
州
北
台
然
出
再
開
問
、
府
私
立
恵
愛
保
育
総

本
忠
世
相
総
出
開
噛
同
随

保
管
計
調
酬
の
つ
ぶ
つ
で
‘
開
削
和
ぷ
十

総
務
醐
開
の
入
聞
捌
出
ザ
鵠
硝
は
常
時
受
付
け
て
い

六
鼎
夜
中
に
お
遊
子
定
で
緩
休
明
け
保

来
春
四
月
一
自
然
資
閑
閑
へ
入
閣
を
希
惑
す
る
方
に
綴

L
t

す
を
希
望
さ
れ
る
方
も
ご
述
内
村
く
だ
さ

れ
ワ
、
十
一
月
二
十
日
〈
本
)
午
後
問
符
三
十
分
ま
で

は
沖
津
沖
浦
汁
汁
川
は
い
げ
同
川
γ

l

i

l

-

-

警

護

背

-
保
育
へ
入
簡
で
き
る
基
準
上
目
的
桃
山
狩
が
uw獲
で
す
。
守
対
輪
車
問
見
量
保
育
に
欠
け
、
滋
合
保

m
w
録
制
椛
が
家
殺
外
勤
務
。
入
畿
で
き
る
草
動
資
い
か
河
銭
と
制
判
断
荘
れ
る
軽
度
心
身
隊

②
出
持
組
問
が
欲
的
織
内
労
働
マ
市
総
保
管
開
削
9

2

八

か

月

以

上

議

隠

滅

磯
崎
昨
掛
川
が
い
な
い
改
革
綴
マ
絃
立
保
育
関
p
i
e
-
各
憾
の
基
準
じ
よ
申
議
先
輩
は
必
ず
児
童
向
相
談
所
内
科

④

母

刷

械

の

お

綾

な

ど

り

ま

す

移

出

砲

を

お

常

け

て

く

だ

さ

い

伶

m
V
前
人
丹
看
護
な
r
m
問
自
月
一
日
以
年
齢
が
逢
し
て
い
な
い
・
串
続
方
器
内

安
車
一
般
的
災
擦
な
ど
究
家
に
つ
い
て
も
申
裁
縫
は
没
塑
し
ま
入
脳
出
中
瀦
書
は
匁
銭
淑
縫
課
、
井
支

m

w

か

ら

⑤

に

該

溺

し

家

経

保

育

が

す

令

所

、

義

行

政

線

終

冊

、

各

保

育

閉

じ

あ

露

定

紋

特

別

保

育

り

ま

す

&

市

立
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、

寿
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ち

も
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崎

山

閥

、

弓
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十

説

北

台

、

東

あ

び
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岡
山
戸
、
抜
本
、
っ

:
十
?
で
毒
ち
ゃ
う
〈
湖
北
会
議
育
園
出
V

で
百
時
間
を
且
釜
山
眼
前
肌
と
し
、
そ
れ
以
@
蝿
掛
川
郁
朗
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樺
育
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刑
務
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総
申
察
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う

お

綴

い

し

ま

す

。

芸

術

の

秋

、

市

民

の

K
W
悶
聞
を
一
一
閃
に
緩
示
し
て
、

v申
込
品
幾
臼
会
場
で
受
付
け
(
散
数
奇
パ
レ
ヱ

)

V

由
競
十
一
月
一
目
安
巡
回
)
か

皆
さ
ん
を
鑑
賞
す
る
ム
文
化
祭
以
町
、
命
制
腕
十
期
例
年
を
部
品
噛
宇
中
〈
品
宮
内
容

TA総
長
竺
リ
i
w
v
臼
時
十
一
月
…
一
時
五
)
午
判
別
イ
ら
士
月
一
一
一
十
n
u
(
日
開
唯
円
と
ま
で
的

念

し

て

盛

大

に

僚

か

れ

ま

サ

。

グ

戦

縁

空

円

路

見

ω烏義
川
純
純
竺
(
袋
紋
位
些
)
リ
i
グ
叫
戦
靴
一
時
一
三
ニ
十
閃
分
付
か
ら
午
後
…
殴
凶
時
ゐ
念
笈
で

C

恥亭祭'ふ品泌桝八時一三一

惜

v守酬燃開
A念
官
せ
金
予
欣
兆
刊
{
晶
殺
叫
村
滋
愉
子
一
八
ナ
涼
忠
(
鋒
時
.
吋
秘
学
郁
平
寸
日
本
緋
鋒
持
踊
)
十
凡
卦
古
ま
で
凶
は
凶
附
総
附
一
小
学
校
叫
絞
枇
出
と
な

芸
斡
総
鵬
献
祭
附
同
は
砧
市
民
A会
誠
帥
餓
開
、
田
展
晴
覧
会
は
品
中
甲
品
炎
穴
公
開
渓
武
拙
鍛
峨
が
六
品
丹
芝
り
ヌ
ふ
2ふ会点ふなぷ』ぷ一惣八必一了一
Z
一…叩一ニ一ぷ…九m閥
)

V

筏
時
士
月
一
言
説
〉
笠
間
十
り
ま
す
吻

?

な

り

ま

す

が

、

!

?

関

か

れ

ま

す

。

ぶ

覧

車

岡

一

ー

ー

一

?

蓄

用

戸

]

皆

さ

ん

、

必

そ

ろ

い

で

総

出

か

け

く

だ

さ

い

。

早

川

崎

切

目

減

議

仁

7

1

f

1

i

r

1

J

「了

れ
れ
い

υ幻
U
U
Uれ
れ
引
い
れ
れ
日
れ
れ
れ
U
れ
れ
れ
U
れ
れ
れ
日
れ
れ
れ
U
H
H
V世
間
時
十
一
同
月
九
日
〈
註
)
、
宇
一
郎
一
1
l
l
i
i
l
l
j
i
l
-
-
J
…

漏
出
院
品
〕
四
辻
七
日
ド
ゴ
れ
れ
か
れ
れ
給
付
u

u

i

γ

一
切
手
展
一
人

絵
一
間
‘
怒
鳴
職
、
難
盗
、
写
真
、
殺
筏
丞
一
一
R

葱
筆
家
、
午
前
+
時
か

V
閉
会
せ
小
太
刀
治
機
議
長
間
関
…
r
l
i
l
i
-
-
i
1
L
一

主

終

室

、

一

般

公

務

室

お

よ

ら

午

後

一

一

一

時

ま

で

主

、

宮

八

二

主

主

…

一

一

)
μ
ヘ「
L

J

i

人
ピ
ヘ

ヨ

毒

殺

の

室

長

主

将

1
1
1
一周判円一一戸品枯れむ誌は

r時十
…
;
一
き
か
ら
な
…

γ四
時

休

冷

」

叶

川

町

寸

i
iち
な
仕
切
手
書
殺
し
い
切
手
車

問n
〈
総
〉
ま
で
、
午
鈴
九
時
か
ら
午
後
曹
関
時
十
一
月
九
刻
一
時
)
午
前
九

V
日
時
十
…
例
月
一
日
(
土
)
か
ら
七
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
H
V
ご
来
場
く
ど
害

問

出

時

ま

で

時

か

ら

午

後

五

時

ま

で

臼

(

殺

)

ま

で

、

午

前

七

時

か

ら

午

後

勺

ま

た

、

都

千

円

賊

機

も

行

い

ま

す

。

帯
構
哨
続
中
央
公
開
民
館

V
織

蹴

問

中

央

公

開

内

線

七

時

ま

で

a

V

司
時
十
…

n…
一
呂
、
一
円
…
路
、
午
約

U
M川

V
申
込
み
議
日
会
場
で
安
川
刊
け
帯
域
紛
榊
尚
北
駅
北
口
広
域
八
時
一
一
一
十
分
か
ら
午
後
況
時
ま
で
。

崎

哲

岨

V

究
会
内
容
*
A
ク
ラ
ス
戦
、
一
一
一
段
(
我
孫
子
抽
捕
後
〉

V
場一

烏
厳
に
て

十
一
月
十
一
…
…
口
口
、
午
約
十
時
か
ら
午

後
間
時
ま
で
、
伊
勢
持
M
W
凶
作
引
に
て

年
末
鵠
整
mw

川
や
日
制
や
機
会
き
れ
い
に
令
る
h

んめ

に
i
!
j
b
h
合
言
緩
い
い
、
し
綴
浄
化
抽
胞
の

正
し
い
険
い
カ
の
説
明
と
糸
口
償
制
問
淡
を

い
作
い
ま
す
巳

V
搬出
M

を
や
る
一
月
十
三
日
(
本
線
臼
)

V
摘
暗
記
問
と
時
間
関
*
ヴ
ヘ
i
パ
マ
ソ
ぞ

ト
キ
ヨ
ン
川
パ
ザ
十
一
吉
町
議
(
や
約
九
時
三

十
分
か
ら
十
一
時
双
十
分
)
キ
ン
ヨ
y

ど
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ピ
ソ
ク
布
佐
伯
尚
削

(
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
)

マ
一
-
一
争
中
掛
郁
品
判
長
子
市
、
純
然
健
所
、
柏

開
問
縫
幌
管
内
し
際
浄
化
情
対
策
協
議
会

(終末州地削鳴いい
J

タ
l
J

72 

を
絞
り
る
よ
う
、
申
は
叫
緩
い
か
手
投
き
を

行
っ
て
く
だ
幸
い
ロ

場
申
込
み
先
安
会
対
鍛
綴
交
通
指
導

係
官
八
五
i
一
二
内
線
一
…
一
渓
ひ
)

ム
太
公
聾
の
み
な
晶
、
ん
へ

東
京
電
カ
ゲ
h
，
の
が
麟
い

保
育
園
の
入
園
申
請

一
十
日
ま
で
に
手
続
き
を

(2) 

会

丹

党
議
後
経
畑
作
ヘ
開
提
出
し
て
く
校
時
い

n

(
綴
送
可
}

-
市
立
様
努
沼
田
間
開
会
せ

児
童
家
賎
諜
保
物
持
続
「
我
何
時
子
市
我

孫
子
…
八
五
八
、
苦
八
五
;

内
線
三
一
一
叩

的
判
的
ダ
イ
ヤ
は
争
被
泊
公
開
摺
バ
ス
停

で
、
ぬ
が
郁
子
釈
万
箇
が
平
話
午
前
八
時

三
ト
五
分
、
夜
間
輸
臼
午
約
八
時
三
十
分

ま
や
¥
お
役
併
方
覆
が
平
日
午
鈴
八
時

二
十
三
分
、
日
附
鴨
緑
午
前
八
時
二
十
れ

分
ま
で
が
平
常
ど
お
り
の
滋
行
と
な
り

ま
す

E
市
役
所
に
用
事
の
あ
る
行
は
、
第
一

+
学
校
内
総
織
に
漁
り
金
塚
下
車
が
険
制
刊

で
す
@

Z時
土

月

土

谷

宣

言

説

明

会

一
時
か
ら
密
時

マ
場
隣
市
民
会
総
大
会
談
終
年
余
縄
幣
的
説
明
会
を
次
め
と
お
り

V
輔
酬
幅
制
枚
一
話
線
院
院
長
秋
元
然
発
行
い
ま
す
砂
部
米
調
整
は
時
給
与
説
明
恒
押
釣
り
人
的
数
は
一
子
万
人
と
も
一
一
千

魚

数

的

決

算

と

も

言

わ

れ

、

と

て

も

重

議

万

人

と

も

い

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

略

体

V
テ
1
7
議
機
と
は
何
か
、
そ
の
対
主
も
の
で
す
"
事
業
所
的
総
与
制
礼
治
的
目
、
と
も
な
る
と
由
民
然
を
求
め
て
樽
や
川
町
、

務
と
予
仲
間
方
々
此
な
ど
、
客
数
内
務
加
を
お
待
ち
し
幻
な
ど
に
司
多
〈
内
約
ワ
人
が
お
し
か

※
当
日
は
附
則
樹
新
集
会
員
に
よ
る
総
則
的
て
い
ま
す
α

け
て
い
ま
す
。

抑
制
終
も
し
ま
す
の
で
，
必
悩
り
の
万
は
争
的
問
時
十
一
月
二
十
七
日
(
本
)
午
後
近
、
力
i
ボ
ン
銭
脂
製
の
釣
竿
を

こ
諮
詰
〈
だ
さ
い

Q

後
一
時
一
一
…
十
分
か
ら
使
贈
し
、
よ
れ
が
高
庄
線
(
六
六
0
0

i
!
i
i
l
i
i
i
l
i
i
i
|
骨
格
添
市
民
会
然
大
会
組
叫
釜
ポ
チ
乙
に
慾
れ
て
山
静
電
死
亡
し
た
と

〈
畿
税
謀
、
判
明
…
一
戸
税
務
議
)
い
う
繍
ム
涼
し
い
事
故
が
品
加
点
し
て
い
ま

「
税
を
知
る
選
開
」

i

l

i

l

i

l

i

ー

す

ρ

の

行

家

主

主

主

奪

三

釣

り

場

交
通
安
全
教
室
予
言
語
に

Z
2、主義

十

一

門

丹

十

一

袋

か

ら

十

七

日

ま

で

は

、

国

坤

淋

酬

を

取

付

け

て

事

故

時

期

止

に

努

め

て

よ
抗
を
知
る
還
問
問
仏
で
ふ
?ε

ニ
内
総
間
帯
ヤ
怯
な
交
殺
事
紋
を
問
問
ぐ
為
仁
、
交
い
ま
す
ε

中
、
次
的
機
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
寸
町
通
安
会
勧
還
を
潟
県
出
し
ま
す
、
広
し
い
太
八
ム
波
の
み
な
ぎ
ん
、
仰
掲
げ
は
一
棉
返
〈

で
、
お
い
で
く
だ
惑
い
c

知
議
は
、
あ
な
た
の
総
い
味
万
に
な
り
で
の
品
目
り
は
や
め
て
、
安
全
な
織
し
い

争
税
金
繰
十
一
月
一
日
か
ら
一
一
日
ま
ま
す
。
ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

P

釣
り
食
品
開
わ
い
ま
し
ょ
弘
之

て
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
喰
骨
ゐ
容
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
(
京
家
電
力
相
殺
紋
所
川

抽

出

山

山

治

体

符

念

館

に

て

映

写

会

、

交

通

安

全

め

お

総

(

交

通

ん

う

奪

し

の

な

す

の

税

章

、

雲

襲

i

ん

で

‘

品

、

協

践

に

忍

勺

て

い

る

は

税
物
熱
波
十
一
四
月
七
日
か
ら
十
一
一

g

事

な

ど

を

と

し

ど

し

質

問

附

し

て

く

ど

き

ま

ま

で

、

ん

寸

前

十

時

か

ら

午

後

六

時

ま

で

、

ぃ

。

め

ー
や

品

開

そ

ご

う

の

八

回

開

連

総

滋

燃

に

て

争

対

象

お

と

し

よ

り

的

ク

ラ

ブ

、

子

四

引

は

争

東

京

地

方

判

明

球

泳

金

が

行

う

秘

的

撫

供

会

、

主

ぱ

閥

、

ぬ

窓

会

、

金

枝

市

ど

十

十

W

料

相

級

ト

月

七

お

か

ら

十

一

一

日

ま

で

、

数

以

上

緩

ま

れ

ば

喰

ど

な

た

で

も

申

込

波

書

午

品

開

十

時

か

ら

午

後

六

時

ま

で

、

い

索

、

め

ま

す

。

紡

ご

う

八

階

漆

終

選

出

附

に

で

争

泳

滋

希

望

日

的

一

明

組

問

一

例

ま

で

に

巻

十

…

月

十

一

討

を

高

ま

で

、

申

し

込

ん

で

〈

だ

さ

い

。

警

に

つ

い

川

午
前
例
今
時
か
ら
午
後
限
時
ま
で
、
品
開
世
間
て
は
、
地
一
市
町
轡
年
献
側
、
公
民
館
な
ど
A

ぜ
濃
撃
の

出
一
対
策
と
予
防

指
は
訂
累
約
数
と
も
い
わ
れ
、
議
主

が
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
よ
う
す
に
駄

め
な
い
人
に

E
吋
て
は
禍
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す

J

近
年
、
ア
ル
ー
!
"
~
出
資
織
の
増
加

に
と
も
な
い
、
柄
引
密
が
役
会
問
問
地
と
な

り
、
ザ
前
年
綴
や
総
入
港
に
ま
で
ん
仏
山
町
勺

て
い
ま
す
c

携
に
よ
っ
て
州
問
題
を
お
こ

し
た
り
、
身
体
を
懇
く
し
て
補
者
や
め

会
け
れ
ば
な
ら
主
い
人
に
と
っ
て
は
司

断
梢
め
て
が
ち
と
な
り
、
期
W

散
を
子
仲
間

す
る
に
は
ど
て
っ
し
た
ら
よ
い
か
を
と
-

皆
さ
ん
め
ご
線
開
桝
を
涼
め
て
い
た
と
く

た
め
論
法
会
を
一
問
問
機
し
ま
す
ι

多
〈
め
万
円
ご
参
加
を
お
沖
付
ち
し
ま

浄化穫のことなら

なんでもご場談ください

マ
対
象
山
邦
議
没
後
間
出
十
一
一
一
H
U
以
上
八

か
河
米
治
的
乳
捻

マ
実
施
梯
嚇
糊
郷
市
立
れ
内
総
務
滋
ョ
中
市

泉
崎
州
北
台
然
出
再
開
問
、
府
私
立
恵
愛
保
育
総

本
忠
世
相
総
出
開
噛
同
随

保
管
計
調
酬
の
つ
ぶ
つ
で
‘
開
削
和
ぷ
十

総
務
醐
開
の
入
聞
捌
出
ザ
鵠
硝
は
常
時
受
付
け
て
い

六
鼎
夜
中
に
お
遊
子
定
で
緩
休
明
け
保

来
春
四
月
一
自
然
資
閑
閑
へ
入
閣
を
希
惑
す
る
方
に
綴

L
t

す
を
希
望
さ
れ
る
方
も
ご
述
内
村
く
だ
さ

れ
ワ
、
十
一
月
二
十
日
〈
本
)
午
後
問
符
三
十
分
ま
で

は
沖
津
沖
浦
汁
汁
川
は
い
げ
同
川
γ

l

i

l

-

-

警

護

背

-
保
育
へ
入
簡
で
き
る
基
準
上
目
的
桃
山
狩
が
uw獲
で
す
。
守
対
輪
車
問
見
量
保
育
に
欠
け
、
滋
合
保

m
w
録
制
椛
が
家
殺
外
勤
務
。
入
畿
で
き
る
草
動
資
い
か
河
銭
と
制
判
断
荘
れ
る
軽
度
心
身
隊

②
出
持
組
問
が
欲
的
織
内
労
働
マ
市
総
保
管
開
削
9

2

八

か

月

以

上

議

隠

滅

磯
崎
昨
掛
川
が
い
な
い
改
革
綴
マ
絃
立
保
育
関
p
i
e
-
各
憾
の
基
準
じ
よ
申
議
先
輩
は
必
ず
児
童
向
相
談
所
内
科

④

母

刷

械

の

お

綾

な

ど

り

ま

す

移

出

砲

を

お

常

け

て

く

だ

さ

い

伶

m
V
前
人
丹
看
護
な
r
m
問
自
月
一
日
以
年
齢
が
逢
し
て
い
な
い
・
串
続
方
器
内

安
車
一
般
的
災
擦
な
ど
究
家
に
つ
い
て
も
申
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講
で
き
ま
す
か
ら
、
一
制
約

M
m
m
椛

相

銃
殺
に
お
申
込
み
〈
叫
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わ
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を
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滋
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月
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叩
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築
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潔
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介
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岡
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受
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た
だ
よ
ひ
位
制
御
m
x
w
w
に
映
さ
み
し
か

の

本

令

総

ひ

山

山

づ

輿

絞

殺

沈

絞
父
山
聞
に
母
を
い
町
げ
な
U
八
十
路
な
る
悲
い
の
山
県
に

も

た

ぐ

り

で

め

ぐ

る

山

出

口

線
(
締
本
幸

母

親

学

識

綬
緩
中
町
栄
松
載
、
新
生
児
の
念
総
衛

生
、
欲
殺
計
両
者
ど
に
つ
い
て
、
十
期
的

即
時
除
機
が
自
常
ゑ
治
的
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行
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す
。
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。
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ョ
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滋
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が
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ど
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燃
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。
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械
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潤
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縞
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。
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叫
削
恥
闘
を
ど
に
つ
い
て
、
十
期
的

即
時
除
機
が
自
常
ゑ
治
的
制
偶
然
的
な
相
制
緩

を
行
い
ま
す
。
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蜘
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児
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割
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勺
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台
市
聞
は
ゼ
ン
タ
1

m

m

十
九
草
加
出
向
月
二
時
一
ゑ
れ
か
ら
問
喜
ぶ
陽
一
第
一

V
持
参
す
る
も
の
母
子
手
議
、
鐙
知
山

0
年
間
出
同
月
一
自
殺
ま
れ
ま
で
)
的
知
総
鑑
亨
紙
一

問

団

呉

検

査

を

令

品

、

輪

出

康

器

哲

也

会

り

と

お

勾

3

…

巌
然
数
月
は
宜
賄
工
会
錦
、
滋
数
悶
汁
は
湖
口
ソ
叫
甘
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
湾
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